
ガイドラインに基づいた取組例①

施設名 高松駅（香川県高松市）

取 組 デジタルサイネージによる多言語化・視覚化した災害情報や避難誘導情報の伝達

取組のポイント

火災や地震等の発生時、駅構内に設置するデジタルサイネージの観光案内板（ウェル
カムボード）に、災害情報や避難誘導情報を多言語文字（日本語、英語、中国語、韓国
語）で表示するとともに、同じく避難誘導情報を多言語音声（日本語、英語、中国語、
韓国語）で放送するほか、避難経路を地図上に点線で表示できる機能を有する。

１

案内板の設置状況
※ の部分がデジタルサイネージ

火災時の多言語による避難誘導
及び避難経路の点線での表示

試験画面①

試験画面②

別添



ガイドラインに基づいた取組例②

施設名 富士山静岡空港（静岡県島田市及び牧之原市）

取 組 翻訳機能付き拡声器を用いた多言語化した災害情報や避難誘導情報の伝達

取組のポイント

・火災や地震等の発生時、日本語では案内が伝わらない外国人に対して、適切な避難誘導
や状況説明を行うために、多言語音声（日本語、英語、中国語、韓国語）で案内が行え
る翻訳機能付き拡声器を導入しており、ターミナルビル３か所に配置している。

・順番に4か国語を流すことや、1か国語だけで案内することもできる。
・火災や自然災害などの状況に応じた案内ができるよう様々な音声が登録されている。ま

た、使うことが想定される音声を前もって登録しておくことができる。
・避難誘導訓練において、外国人を想定して、警備員が拡声器を使った案内を取り入れた

訓練を実施している。

２

翻訳機能付き拡声器の外観 操作画面（タッチパネル）

再生する言語を選択して再生する

再生内容を選択

プリセットで想定される案内を登録



ガイドラインに基づいた取組例③

施設名 札幌ドーム（北海道札幌市）

取 組
映像装置（デジタルサイネージ）、翻訳機能付き拡声器、フリップボードによる多言語
化・視覚化した災害情報や避難誘導情報の伝達

取組のポイント

2019年ラグビーワールドカップ開催期間中の対応として、日本語と英語で災害情報及
び避難情報を表示する映像装置（大型ビジョンでのデジタルサイネージ）及びフリップ
ボード、また、多言語音声（日本語、英語、中国語、韓国語）で案内が行える翻訳機能付
き拡声器を整備した。大会の開催前には100人規模が参加した避難訓練も実施した。

３

大型ビジョン
（デジタルサイネージ①）

サブスコアボード
（デジタルサイネージ②）

翻訳機能付き拡声器 フリップボードで多言語表示
フリップボードの画像



ガイドラインに基づいた取組例④

施設名 京王プラザホテル（東京都）

取 組
５ヶ国語対応フリップボードや携帯コミュニケーションカードによる多言語化・視覚化した災
害情報や避難誘導情報の伝達

取組の
ポイント

①５ヶ国語対応フリップボード
・「５か国語対応避難フリップ」（Ａ３サイズ両面）を300部作成し、各フロアに配置。
・表面には避難口のシンボルと「避難してください！避難口はこちらです！」の文字を標記。
・裏面には「地震です！この建物は安全です！」の文字をそれぞれ５か国語（日本語、英語、

中国語、韓国語、スペイン語）で表示。
②携帯コミュニケーションカード

・Ｂ７サイズ１８ページからなる緊急対応用の携帯カードで、避難用のマーク表示のほか
「火災」「救急」「地震」も５か国語対応としている。

４

各フロアへの配置の様子

フリップボードを利用した避難誘導の様子

「この建物は安全です」の表記

携帯コミュニケー
ションカード

カードを利用した
避難誘導の様子

５ヶ国語表記
（救急事案対応）

①５ヶ国語対応フリップボード ②携帯コミュニケーションカード



ガイドラインに基づいた取組例⑤

施設名 帝国ホテル（東京都）

取 組 アプリを活用した多言語化・視覚化した災害情報・避難誘導情報の伝達

取組のポイント

「翻訳アプリ」及び「筆談アプリ」をインストールしたタブレットを配備し、災害情報や
避難誘導情報の多言語化、視覚化を行っている。

また、ホテル独自の「災害時要配慮者対応説明書」を策定しており、その説明書中で当該
アプリの使用法についてもマニュアル化している。

５

タブレット
ホーム画面

翻訳アプリ
起動画面①

翻訳アプリ
起動画面②

筆談アプリ
起動画面

帝国ホテル
災害時要配慮者対応説明書


